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第９回 Ｊ感染制御ネットワークフォーラム

ベーシックセミナー①

さあどうする結核対策
～結核の基本から実践まで～

日時：２０１７年８月２６日（土）９：３０～１１：３０
会場：仙台国際センター 3階 第4会場 『白橿1+2』
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「低蔓延下の結核の疫学と対策
～早期診断と潜在性結核感染症対応の留意点～」

「インターフェロンγ遊離試験（IGRA）の解釈と
潜在性結核感染症（LTBI）治療」

「当院における結核院内感染対策
～発病高リスク患者への取り組み～」

「当院におけるインターフェロンγ遊離試験（IGRA）を
用いた結核職業感染対策の取り組み」



第9回J感染制御ネットワークフォーラム ベーシックセミナー①

さあどうする結核対策 ～結核の基本から実践まで～

結核は、世界3大感染症の1つであり、最も死亡者数の多い感染症です。

本邦では結核患者は年々減少が続いており、「昔の病気」と考えられがちですが、2015年の罹

患率（人口10万人対）は14.4と低蔓延国の基準である10を上回っており、中蔓延国に位置付けら

れております。他の先進諸国が低蔓延国入りを果たしている中、遅れをとっているのが現状です。

本邦では、2020年に低蔓延国化を目標としており、そのためには、結核患者の早期診断・治療、

既感染高齢者の発病予防、国民への結核の教育・啓発活動、院内感染対策等、我々が取り組

む課題はまだまだ多いのです。

東北エリアにおける2015年の結核罹患率（人口10万人対）は、山形県7.3、秋田県・宮城県8.5、

福島県9.8、岩手県10.6、青森県13.9と全県で全国平均を下回っております。しかしながら、結核

は既感染者の免疫低下により発病することも多く、高齢者は結核発病のリスクファクターの一要

因であることも事実であり、どの医療機関・診療科でも結核患者に遭遇する可能性があることか

ら、引き続き既感染者の早期診断、適切な治療を行う必要があります。

本セミナーは、臨床で結核と向き合う4人の先生方より疫学、検査・診断、結核治療のポイント、

臨床での感染対策についてご講演頂きます。結核治療に関する基礎から臨床での対策を網羅

することにより、自施設での結核対策を改めて考える良い機会になるものと考えております。

明日からの結核感染対策にお役立てください。皆様のご参加をお待ちしております。

第4会場『白橿 1＋2』 仙台国際センター 3階

〒980-0856 仙台市青葉区青葉山無番地

◆電車でお越しの場合
・[仙台駅]より仙台市営地下鉄

東西線にて[国際センター駅]へ
[国際センター駅]より徒歩1分

◆タクシーでお越しの場合
・[仙台空港]より約50分
・[仙台駅]より約7分

◆飛行機でお越しの場合
・[仙台空港]より仙台空港アクセス

鉄道にて[仙台駅]へ
[仙台駅]より仙台市営地下鉄東西線
にて[国際センター駅]へ
[国際センター駅]より徒歩1分

第4会場
『白橿 1＋2』
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